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(2)その他
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人権啓発ビデオの視聴
「めぐみ～北朝鮮による日本人拉致問題啓発アニメ～」
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。令和 6年度畔吉集会所事業の

実績報告について説明
。その他について説明
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生涯学習課長

委員長

教育総務部

次長

生涯学習課長

委員長

生涯学習課長

委員長

生涯学習課

主査

委員長

令和 6年度第 2回上尾市立畔吉集会所運営委員会

1 開会

本 日は、皆様には大変お忙 しい中をご出席いただきまして、ありがとうご

ざいます。ただ今から、令和 6年度第 2回上尾市立畔吉集会所運営委員会を

開会 したいと存 じます。

私は、本日の進行役を務めます、生涯学習課長の自石と申します。
どうぞよろしくお願いいたします。

お手元にございます次第によりまして、進めさせていただきますので、よ

ろしくお願いいたします。

なお、本 日、大木委員 さんが所用により欠席 となってお ります。

2 委員長あいさつ

<田邊委員長あいさつ >

3 教育委員会あいさつ

<池田教育総務部次長あいさつ>

4 議事

それではこれより議事に入 ります。集会所運営委員会規則第 6条の規定に

より、会議の議長は委員長が当たると定められてお りますので、以後の議事

進行は、田邊委員長にお願いいたします。

はじめに確認をします。本 日、傍聴人の方はいますか。

傍聴人はお りません。

それでは、次第に沿って進めさせていただきます。
ご協力をお願いいたします。

'(1)令和 6年度畔吉集会所事業 (実績報告)について

はじめに、(1)令和 6年度畔吉集会所事業 (実績報告)について、事務局
から説明をお願いします。

【事務局説明】

説明が終わ りました。

ご意見、ご質問のある方はお願いいたします。
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私から 1点だけよろしいですか。

私は 11月 28日 の同和問題の研修に出席いたしました。ご意見の中にも

あ りま したが、講師の方の小 さいころからの体験をお話いただいたのです

が、体験談を聞けて非常に良かった。今後も、体験談を話 してくださる方が

いるといいと思いました。

その他に何かございますか ?

<質疑なし>

(2)その他

次に、(2)その他について、事務局から説明をお願いします。

その他につ きま しては、特にございません。

ありがとうございます。全体を通 して何か質問等はございますか ?

(質問等無 し)

他に無いようでしたら予定された議事はすべて終了しましたので、事務局
にお返しします。ご協力ありがとうございました。

田邊委員長、議事進行ありがとうございました。

続きまして、次第の 5番 「研修」の人権啓発 DVDの視聴です。ただいま準

備をいたしますので、少々お待ちください。

<準備・視聴 >

ただいま DVDを視聴 していただきましたが、いかがでしょうか。委員の皆

様からご感想等をうかがえればと思います。
いかがでしょっか。

めぐみさんのご両親を新聞・報道で拝見するが、大分高齢になっていらっ

しゃって、非常に歯痒さを感じます。私達には何ができるのか。知る、忘れ

ないということが私達のやることであり、政府等に呼びかけていくことが大

事だと思います。
一方で、中学校でのお弁当について「母親の思いを弁当に込める」という

昭和 50年代当初の考えが見られ、この50年での人権意識が随分違ってい

るということがよくわかりました。

拉致された方々も、日本での歴史以上に北朝鮮での歴史があって、重みが

あるから、向こうでの生活を守ろうとしているのではないか。向こうの家族
と引き裂いて幸せになるのかどうか、向こうでどういう心境でいるのか。

北朝鮮から戻ってきた方達は、本人が望んだ道ではないと思います。誘拐

されてこれまでの生活を奪われている。めぐみ さんはそれな りの生活をして

いたとは思 うが、非常に理不尽です。

家族に会わせるだけでもできないのか。政府で うまく、手立てできないの

か。
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イスラエルやパ レスチナもそ うだが、非常に理不尽です。

普通の幸せがぱっと消えてしまう。本当に理不尽であると思います。この

問題を忘れないでいること、何かできることが出てきたら動くことができる

よう、心構えをしておくことが必要だと思います。

他に何かございますでしょうか。

<質疑なし>

特に無いようでしたら、「研修」を終了させていただきます。

本 日はご多用の中お集ま りいただき、誠にありがとうございました。

それでは、閉会のあいさつを高橋副委員長からお願いいた します。

<高橋副委員長あいさつ >

以上をもちまして、第 2回上尾市立畔吉集会所運営委員会を終了させてい

ただきます。ありがとうございました。    ≪午後 3時 00分終了≫


